
２．対策工法の検討目的 

東日本大震災により液状化被害を受けた家屋を対象に、再度の液状化による被害の抑制を図るため、

考慮する地震動と目標性能を設定し、地盤条件や街区の条件等を考慮した経済的で所要の対策効果が得

られる工法を得ることを目的とする。 

３．対策工法の検討方針 

一般住宅へ適用可能な液状化対策工法としては、大きく区分けて以下の 2 つの方法がある。 
① 地下水位低下工法 
② 格子状地中壁工法 
これらの工法については、地盤条件により適・不適があることから、最初に国総研の簡易評価シート

を用い、工法の適用可能性の目安を得ることとする。次に、検討地点に適した工法について、対策効果

を定量的に評価できる方法により詳細な検討を実施する。 

４．対策工法の検討フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．対策工法の検討において考慮する地震動と目標性能 

（１）対策工法の検討において考慮する地震動 

ガイダンス案においては、想定地震動の大きさについて以下のように示されている。 
出典：液状化被災市街地における地下水位低下工法の検討・調査について（ガイダンス(案)） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この中では、以下の考えが示されている。 
 
 
 
 
 
 

考慮する地震動と目標性能の設定 

国総研簡易評価シートによる工法適用可能性の検討 
・ 地下水位低下工法 
・ 格子状地中壁工法 

必要に応じて以下の解析を実施 
・ 2 次元 FEM 圧密沈下解析による地下水

位低下時の地表面沈下量と傾斜の算定 
・ 2 次元 FEM 地震応答解析（等価線形）に

よる FL の算定 
・ 地表面沈下量の算定 

↓ 
要求性能を満足するドレーンの算定 
 

・ 2 次元 FEM 地震応答解析（等価線形）に

よる FL の算定 
・ 地表面沈下量の算定 

↓ 
要求性能を満足する改良仕様の算定 
 

図-6.2 対策工法の検討フロー 

地下水位低下工法 格子状地中壁工法 

・ 公共施設における要求水準と宅地における要求水準に一定の整合性が求められる。 
・ 一体的な対策を考える場合、まずは中程度の揺れに対して安全性が確保されることが重要。 

Start 

End 
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（２）対策工法における目標性能 

ガイダンス案においては、液状化抑制効果の指標として以下の事項が示されている。 
・ 非液状化層厚（H1）の確保 
・ 地表変位（沈下）（Dcy）の抑制 
 
また、地下水位低下に伴う圧密沈下により、以下の問題が生じないこととしている。 
・ 建物の不同沈下による傾斜が生じない 
・ 長期にわたり宅地地盤が道路より高く、将来的に問題が生じない 

 
 １）非液状化層厚の確保 

非液状化層厚については、地下水位低下工法と格子状地中壁工法で目安位置が異なっており、おのお

の以下のように示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：液状化被災市街地における地下水位低下工法の検討・調査について（ガイダンス(案)）国土交通省都市局 H25.1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：液状化被災市街地における格子状地中壁工法の検討・調査について（ガイダンス（案））国土交通省都市局 H25.4 

表-6.4 ガイダンス案における液状化対策工における非液状化層厚 H1 
対策工法 非液状化層厚 

H1 の値（ｍ） 
備考 

地下水位低下工法 ３ｍ以上 H1 を 3m 以上確保すれば、地盤の液状化の抑制効果が見

られ、中程度の揺れ（200gal 程度）に対しての公共施設・

家屋の安全性を確保するための条件のひとつとなるもの

と見込まれる。 
格子状地中壁工法 ５ｍ以上 格子状地中壁工法においては、地下水位の高さは対策前

と同程度であるものと考えられ、地下水位が高い地域に

あっては、めり込み沈下に対する影響についても充分考

慮する必要がある。 
格子状地中壁工法の効果の発現にあたっては、一定以上

の改良深さとすることで、FL 値が１以上となる層厚につ

いて、地表面から 5m 程度を確保することが必要となるも

のと想定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-6.3 液状化の影響が値表面に及ぶ程度の判定（地表面水平加速度値 200cm/s2 相当） 
（出典：小規模建築物基礎設計指針） 
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２）地表変位 Dcy の抑制 
 地表変位の目安値としては、地下水位低下工法および格子状地中壁工法ともに以下の事項が示され

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：液状化被災市街地における地下水位低下工法の検討・調査について（ガイダンス(案)）国土交通省都市局 H25.1 
 
 

表-6.5 ガイダンス案における液状化対策工における地表変位 Dcy 
対策工法 地表変位 Dcy の値

（cm） 
備考 

地下水位低下工法

格子状地中壁工法

10cm 以下 道路と宅地の一体的な対策を講じる場合、それぞれの期

待される要求水準に整合が図られることが求められる。 
地盤お変形を考慮した地表変位Dcy≦10cmを目安としつ

つ、この他の照査方法でも適切な方法があれば、その方

法で検討を行うことも考えられる。 
 
 
 
 
 
 

 ３）圧密沈下量の抑制 
圧密沈下に対しては、ガイダンス案において以下の事項が示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：液状化被災市街地における地下水位低下工法の検討・調査について（ガイダンス(案)） 
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６．対策工法の検討方法 

（１）国総研簡易計算シート 

１）地下水位低下工法簡易計算シート 

国総研より地下水位低下工法について、地盤調査データと想定する地震規模を入力することにより、

地下水位を現状よりどれだけ低下させるかに対応した液状化対策の効果と、この工法の副作用である下

部粘性土層の圧密沈下量を簡単に算定できる以下のエクセルシートが提供されている。 
「地域で取り組む地盤の液状化対策のための地下水位低下の効果・影響簡易計算シート（試行版） 
                   2013.1 国土交通省 都市局・国土技術政策総合研究所」 
a)入力概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
b)結果概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※地下水位低下工法簡易計算シー

トで考慮する地震動は、地表面加速

度と地震のマグニチュードを任意

に設定可能 

6-8



２）格子状地中壁簡易計算シート 

国総研より格子状地中壁工法について、地盤状況（N 値、液状化層厚、細粒分含有率など）と対策と

して適用する地中壁の格子の大きさや強度をプルダウンメニューから選択することによって液状化に

対する安全率（FL 値）と液状化による沈下量（Dcy 値）を簡単に算定できる以下のエクセルシートが

提供されている。 
「地域で取り組む地盤の液状化対策のための格子状地中壁工法の効果・影響簡易計算シート（試行版） 
                   2013.2 国土交通省 都市局・国土技術政策総合研究所」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※格子状地中壁簡易計算シートで考慮する地震動は、以下の 2 種類 
・地震波 a（タイプ 2）：地表面加速度 200gal、マグニチュード 9.0 
・地震波 b（タイプ 3）：地表面加速度 350gal、マグニチュード 7.3 
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（２）2次元 FEM 圧密沈下解析 

2 次元 FEM 圧密沈下解析は、地下水位低下後の有効応力の増加に対する圧密沈下による地盤変形量

を算定することができる。これにより、地表面の沈下量や建物位置の傾斜角を算定できる。解析モデル

概念図を図-6.4 に示す。 
 
 

 
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

 
図-6.4 2 次元 FEM 圧密沈下解析モデル概念図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）2次元 FEM 等価線形地震応答解析 

2 次元 FEM 等価線形地震応答解析は、地下水位低下後の地盤条件や格子状地中壁による拘束効果を

モデル化することができ、解析結果から地盤の液状化に対する安全率（FL 値）を算出することができ

る。解析モデル概念図を図-6.5 に示す。 
 
 
 
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

 
図-6.5 2 次元 FEM 等価線形地震応答解析モデル概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汲み上げ井戸 地中壁 当初水位 低下後の水位 
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